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  消化液並 に消化腺 組織 のArginase作 用 に就 きて

                内 野 研 究 室

          醫 學 士  海   住     優

 滑 化液 並 に 淘化 腺組 織 のArginase作 用 に 關 す る研究 は甚 だ 少 し,日 野 氏(1924)1)ぼ 犬 膵 叉

其 の腸 液 に依 る賦 活 膵 液(ロ)中にArginaseを 認 めす と記 載 せ るが,次 でEdlbacher及 びBonem

(1925)2)は,犬 猫 及 び 鳩 の腸 粘 膜 に 就 き,Arginase作 用 を検 査 し陰 性 な りと報 告 せ り・Edlba-

cher及 びR6thler(1925)3)は 犬,猫,鼠,兎 及 び モ ル モ ツ トの 膵 及 び 腸 粘 膜 に はArginase作

用 陰 性 な り と記 述 せ り・其 の後Arginase作 用 に就 き,殊 に 其 の賦 活 性 に關 す る研 究 の如 きは

長 足 の 磯 達 を槻 た る も,消 化 液 或 は 消化 腺 組 織 の 該 酵 素作 用 の 研 究 は未 だ 文 献 に之 を磯 見 し得

す.

 著 者 は 犬 の膵,小 腸 粘 膜,膵 液 並 に 腸 液 に就 き,家 兎 の膵,小 腸 粘 膜 並 に 膵 液 に就 き,亦 牛

及 び 豚 の 膵 並 に 小 腸 粘 膜 に就 き,各 種PH帥 ちPH 9.0,8.0,7.0,6.0叉5.0に 於 て其 のAr-

ginase作 用 を検 査 し更 に其 のMn"{Z依 る賦 活 性 を観 察 せ り.其 の 研 究 成 績 は次 の 如 し.

 1)犬, 犬 膵 液Arginase作 用 は各PHに 於 て険 性な り(表1),伺9.0に 於 てMn"に

依 り賦 活 せ る場 合 に も著 明 な る 安 門護 生 を認 めす ・犬 小腸 液Arginase作 用 はPH 9・0に 於 て

弱 陽 性 な る も,そ のMn'.に 依 る賦 活 性 大 な り。郎 ち其 のArginase分 解 に依 り護 生 せ る尿 素 よ

り生 す る安 門 の 消 費 酸 量(0,02n一 硫 酸)はLOO ccmに して 叉Mn●.に 依 り賦 活 せ し場 合 は4,50

ccmな り(第1表).犬 の膵 臓 及 び小 腸 粘 膜 のglycerin潰 浸 液 に 就 き,其 のArginase作 用

を観 察 す る に,小 腸 粘 膜 に 於 て は 著 明 な る も,膵 に於 ては 弱 陽 性 な り・ 帥 ち膵 に 於 て は其 の 消

費 酸 量(0.02n一 硫 酸)はPH 9・0に 於 て3.55 ccmに して, Mn●'に 依 り賦 活 せ し場 合 は6・20 ccm

な り.而 してPH 8.0叉PH 7.0と 漸 次,中 性 に移 動 す る に從 ひ 其 の作 用 は 減 弱 し, PH 6.0

叉PH 5.0に 於 て全 く陰 性 な り(第2表)・ 小 腸 粘 膜 に 於 て は,其 の 消 費 酸 量(0・02-n硫 酸)は

8・45ccm(PH 9,0),且Mn"賦 活 の場 合 は實 に24.80 ccm(PH 9.0),に して 最 も著 明 な り.

小 腸 膜 の場 合 も ・験 液 反 慮 が 中性 に偏 す るに 從 ひ 該 作用 漸 次 減 弱 し,PH6.6叉PH 5・0に 於

て は全 く陰 性 な り(第3表)・f占r小 腸 粘 膜Arginase作 用 は一 般 にMn'.添 加 に 依 り著 し く増 強

す.郎 ち小 腸 粘 膜Arginaseの 賦 活性 は甚 だ大 な り.
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 2)家 兎, 家 兎 膵 液Arginase作 用 もPH 7・0叉PH 9・0に 於 て陰 性 な り(第1表).樹

PH 9.0に 於 てMnに 依 り賦 活 せ られ し場 合 も極 め て微 弱 の 安 門 稜 生 量 を認 め しに過 ぎす.家

兎 膵Glyecrin潰 浸 液 の該 酵 素 作 用 はPH 9・0に 於 て其 の 消 費酸 量 増 加(0・02n一 硫 酸)はL40

ccm,且Mn賦 活 の場 合 は2・20 ccmに して,微 弱 なが ら陽 性 な り(第2表)・ 家 兎 小 腸 粘 膜

のArginase作 用 は梢 著 明 に して且 賦 活 性 も大 な り・ 帥 ちPH 9・0に 於 け る消 費0・02n一 酸 量

は5.70ccmに して,賦 活 後 は17.40 ccmな り(第3表)・ 而 してPH 8・0叉PH 7・0と な

るに 從 ひ漸 次 減 弱 し,PH 6・0叉PH 5・0に 於 ては全 く陰 性 な り.

 3)豚, 豚 膵Arginase作 用 は犬 又 家 兎 の それ に比 し最 も著 明 に して,且 賦 活性 も大 な る

を認 む.帥 ち浩 費0.02n一 酸 量 は6・60 ccm(P正39.0)に して, Mn賦 活 後 は24・40 ccmな り.

伺 活性 はPH 8.0叉,,oに 減 弱 し, PH 6.0叉PH 5・0に 於 て は 全 く陰 性 な り(第2表).豚

小 腸 粘 膜Arginase作 用 も甚 だ著 明 に して,且Mn'に 依 る賦 活 性 大 な り.即 ち消 費0.02n一 酸 量

はi1.10ccm(PH 9.0)叉Mn賦 活 後 は26.20 ccmを 示 し豚 膵 臓Arginase作 用 に比 す べ し.

該 作 用 も中性 に な る に從 ひ滅 弱 し,PH 6.0又PH 5.0に 於 て は陰 性 な り(第3表)・

 4)牛, 牛 膵 並 に>1・腸 粘 膜 のArginase作 用 は 共 に 陰 性 な り.而 して前 記 の他 の動 物 に 反

し小 腸 粘 膜 のArginase作 用 は比 較 的 弱 く,膵 の該 作 用 が 寧 ろ強 力 な り・ 帥 ち膵Arghlase作 用

試 験 は(PH 9,0)に 於 て そ の消 費0.02n一 酸 量 は3.80 ccm賦 活 時8.90ccmな り(第2表).小

腸 粘 膜 に於 て は それ ぐれ1.50ccm叉5・50 ccmな り(第3表)・ 爾者 共 に 該 作 用 はPH 8・0・PH

7.0と な る に 從 ひ減 弱 し,PH 6.0叉PH 5.0に 於 て は 陰 性 な り.

 以 上 のArginase作 用 の 観 察 を総括 す るに,小 腸 粘 膜Arginase作 用 は豚 叉 犬 に於 ては 著 明

に し て家 兎 に 於 て は 中等 度 陽 性 な り・牛 に 於 ては比 較 的 甚 だ 微 弱 な り.而 して いつ れ の 場 合 も

Mnに 依 る賦 活性 大 な り.

 膵Arginase作 用 は豚 に於 て最 も強 く,牛3く 犬 に於 て は弱 陽 性 な り・x家 兎 に 於 て は 最 も微

躬 な り.一 般 に膵Arginase作 用 は小 腸 粘 膜 の それ に 比 す れ ば微 弱 な り・膵 液Arginase作 用

は 犬 叉 家 兎 に 就 きて 實 験 した る もV・つ れ も陰 性 な りき.之 に 反 し腸 液Arginase作 用 は 犬 に 就

き て観 察 した るK僅 か に 陽 性 に して,其 の程 度 は弱 し・ 鼓 に膵 叉 小 腸 粘 膜 に はArginase作 用

を 明 に誰 明 す る も,膵 液 に は之 を誼 明せ す ・腸 液 に は 僅 に 陽 性 成 績 を得 た り.但 し腸 液 の 場 合

に は剥 離 細 胞 叉 白 血 球 等 の 混 入除 外 され ざ る所 に して,之 を要 す るに,酒 化 液Arginase作 用

は 浩 化 生 理 上 特 に重 要 視 され ざ る とな す も,膵 臓 及 び 小 腸 粘 膜 に極 め て著 明 に誰 明せ られ た る

は,こ れ 等 消 化 腺 細 胞 乃至 その 核代 謝 に意 義 あ る もの と考 へ られ 甚 だ興 味 あ り・

 元 來Arginaseの 至 適PHはPH 9・0-9・4な る事 はEdlbacher(1927)4》 初 め多 数 の 學 者 に

                   (129)
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依 り確 認 せ られ た る所 な り.併 し消 化液 並 に消 化 器 組 織 に 於 て は 複 雑 な る消 化 酵 素 の 影 響 に依

り其 のArginase作 用 の 至 適PHに 攣 動 な きか を槍 査 す るた め, PH 9.0,8・0,7・0,6・0,叉5・0

に 於 て試験 せ し も何 れ の場 合 に 於 て もPH 9.0の 場 合 に 最 も張 く,PH 8・O x PH 7・0と 中 性

に 偏 す るに 從 ひ 減 弱 しPH 6.0叉PH 5.0に ては 陰 性 な り.

 次 に 犬 膵 液 並 に其 の小 腸 粘 膜 潰 浸 液 を混 合 せ る酵 素 液 に 就 きArginase作 用 を桧 査 した るに,

小 腸 粘 膜 潰 浸 液 の み の場 合 よ りは 著 し く減 弱 せ り.亦 該 混 液 をPH 7・8に 於 て24時 聞,37。C

に 保琩せ し後,其 のArginase作 用 を観 た る に全 く陰 性 な り・ 同時 に封 照 と してPH 7・8に 於

て24時 闇,37。Cに 保 置 せ し小 腸 粘 膜 の み の 該 作 用 は 減 弱 せ る も,伺 明 か に 陽 性 な り.帥 ち

膵 液 は小 腸 粘 膜 のArginase作 用 を滑 滅 せ しむ.こ れ 等 の 事實 は,膵 液 中 に あ る蛋 白分 解 酵 素

原 が小 腸 粘 膜 潰 浸液 に 依 り活 性 化 せ られ,之 が 小腸 粘 膜Arginaseに 作 用 し之 を破 壌 す る もの

な らん と想 像 せ られ,蛋 白分 解 酵 素 作用 に依 りてArginase作 用 が 阻 害 せ ら るLと 言 ふ 報 文 成

績 と一 致 す る もの な り.帥 ちEdlbacher及 びZeller(1936)5)はTrypsin作 用 に依 りArginase

作 用 の 清滅 す る を認 め,叉Edlbacher及 びPin�ch(1937)fi)はPepsin作 用 がArginase作 用

を漕滅 せ しむ る こ と を認 めた り.著 者(1939)7)も 亦Kathepsin性 自家 融 解 に 依 り肝Arginase

の 消失 す る を観 察 せ り.

 上 述 の實 験 成 績 はArginasekomplexの 所 謂"Kolloider Tr臠er"が 蛋 白 性 の もの な りと言

ふEdlbacher學 派 の 提 論 に 更 に知 見 を加 ふ る もの な るべ し・

         第1表 分 泌 消 化 液Arginase作 用(37。C,24時 間)

           iiY費 酸 櫓 加 量(ccm,0,02n-SO集H2)

     動  物     犬     1 兎

        PH     9.O I8・O i 7・0   6・0   5・0   90 ・ 70
 コ                コ  ヘ(iiii)コ

     膵'賦 活9:50200aoO.30 L8.、 。-Oo.zo 8、。 ・刈 ・1・

     液 …00.,。1131。Oo.i。1.1。1・2・ …( )・

     翻 賦 活 麦llL-一 一 引 一
                __    i     r     I__一 一1   __1_

     液ヒ竺⊥一 」
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     第2表 膵 潰浸 液Arg1nase作 用(37。C,24時 間)

      清 髄費 酸 」曾 加 量 (c.cm,0.024n-SOiHl)

     ・H l・ ・ 8.…  6.・ 5.・  

犬 賦 活16.2・3.・ ・3.・0 ・L_・
     非 賦 活 3.551190 LOO  O 1 0

  兎1.賦 活(   コ )a.・・ 」9・ ・鴻( ロ          )]  ( ヒ     )( )0
    … 非 賦 活 L4011.00 07.0  0  0    1                1

    1賦  活 24.40 1m  2.301 0  0   豚
i    -一 一 一一一一一    1-一一 I

    l非 賦 活 ・.1-_3.2010.40LO O_

  牛 壁 活8.・ ・L-2.・ ・1・.zo_0 ⊥-

    1非 賦 活 3・8・1・.50 2…1・ ・

    第3表 小 腸 粘 膜 潰浸 液Arginase作 用(37。C,24時 間)

  
  
  
  
  
  
  

  
  

  

  

    第4表 犬小腸粘膜Argix・ase作 用に及ぼす犬膵液の影響
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          第5表 各 酵 素 液 の 安 門 護 生 試 験
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              實  験  の  部

 細 か く磨 潰 せ る膵 粥,並 に 小 腸 内面 よ り剥 離(小 腸 を切 り開 き,硝 子 破i`iの 如 き もの に て は

ぎ取 る)せ し粘 膜 粥 に3倍 容 量 のGlycerin水(6:4)を 加 へ,更 に よ く磨 潰 し,細 目飾 を飾

した る もの にToluolを 重 暦 し,氷 室 に貯 へ 酵素 液 と して用 ふ ・腸 液,膵 液 は 大 膵 臓 痩3ζ小 腸

Thiry-Vella痩 に 依 り之 を採 集 した る もの を其 盤 酵 素 液 と して 用 ふ ・

 分 解 試験 と して は酵 素 液1.5ccm並 に0・l Mol Arginin盤 酸 肇(中 和)5.O ccmをKolben

に と り,之 に 夫 々各 種 の調 節 液 を8.5ccmを 加 へ 所 望 のPHと な す ・ この 試験 液 の全 量 は15

ccmな り.i妓 に用 ひ し調 節 液 はPH 5.0(Citratpuffer), PH 6.0(Citratpuffer), PH 7.0(Ph-

osphatpuffer), PH 8.0(Glycocollpuffer)及 びPH 9.0(Glycocollpuffer)な り.

 上 記 の試 験 液 を37℃,24時 聞 保 置 し,然 る後 に10分 間 煮 沸 水 溶 中 に置 き,酵 素 作 用 を 中

絶 せ しむ.冷 却 後pH 7・0と な し,豫 め 効 力 を槍 した るUreaseを 用 ひ てArginin分 解 に依 り

生 成 せ る尿素 を分 解 せ しめ,玄 玄に 畿 生 せ し安 門 を一一定 量 の0・02n一 硫 酸 中 に 蒸 溜 し,そ の消 費酸

量 を測 定 す・

 賦 活 試験 と して は上 記 の 試験 液 に0・1Mo1硫 酸Manganを0・1ccm加 へ た る もの を 同様 條

件 下 に 試験 す・                               .

 封 照 試験 と して は,0.1Mol Argin三n盤 酸 盤(中 和)5.O ccmの 代 に水5.O ccmを 加 ふ.以

                  (132)
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下 同様 に 虚 理 す ・ この 場 合 の消 費 酸 量 を上 記 の分 解 試験 の 潰 費 酸 量 よ り減 じた る藪 値 を表 に掲

ぐ.賦 活 試 験 に封 す る封 照 試験 も同様 に0・1Mol Arg董nin肇 酸 鷺(中 和 ぜ る もの)の 代 に水 を

加 へ た る もの を以 て 同條 件 に 試験 す ・

 尚特 に 上 記 各 酵 素 液 に就 き,二 三 反慮 を老 慮 し24時 間,37。C保 置 した る後,其 の安 門 獲

生 有 無 を槍 査 せ し にV・つ れ も陰 性 な りき(第5表)・

 犬 の 小 腸 粘 膜 潰浸 液 と犬 膵 液 との混 液 のArginase作 用 測 定 に は酵 素 液 一定 量(第4表)に

5.O ccm, o.i Mol Arginin盤 酸 盤(中 和)を 加 へ,更 に之 に0・!Mol Glykokoll-Nacl-NaOH

調 節 液 を加 へ て15ccmと な す.こ の場 合PH 9.2と す.勿 論Arginin液 の代 に水 を添 加 せ

し もの を封 照 試験 と して附 す.賦 活 試瞼 は之 に0.1Mo1硫 酸Manganの0・1ccmを 加 ふ 以

上 の如 き試 験 液 を24時 間,37。Cに 保 置 し,前 記 の如 くUrease法 に て 稜 生 安 門 量 を0・02n一

酸 酒 費 量 に 依 りて 測 定 す ・

 次 に 犬 小 腸 粘 膜 潰 浸 液2.O ccm及 び 犬 膵 液2.O ccmを 混 じ之 に 等量 のPhosphat調 節 液 を

加 へPH 7.8と な し,又 封 照 と して 犬 小腸 粘 膜 潰 浸 液2.O ccm及 び 水2・O ccmの 混液 に等 量

のPhosphat調 節 液 を加 へ てPH 7.8と な した る もの を24時 間,37。Cに 放 置 ぜ し後,各k

其 の4ccmを と り前 記 の 方 法 に 依h Arginase作 用 を測 定 す(第4表)・

                綜      括

 1)膵 潰 浸 液 のArginase作 用 は豚 に於 て最 も著 明 に して,且 其 のMn"に 依 る賦 活性 も大 な

り・牛 又 犬 に於 て は 中等 度 陽 性 な り・ 家 兎 に 於 て ぼ甚 だ微 弱 なh

 2)小 腸 粘 膜 潰 浸 液 のArginase作 用 は 豚 叉 犬 に 於 て 著 明 に し て,其 のMn● ●に依 る賦 活性 も

大 な り・ 家 兎 は 之 に 次 ぎ大 に して,其 のMn'● に 依 る賦 活 性 も大 な り.牛 に 於 て は 一 般 に 弱 陽 性

な り.

 3)膵 叉 小 腸 粘 膜 のArginase作 用 はPH 9・0に 於 て 最 も著 明 に して,中 性 叉酸 性 側 に偏

す る に從 ひ 微 弱 とな り,PH 6・0叉PH 5・0に 於 て は全 く陰 性 な り.

 4)犬 文 家 兎 め 膵 液Arginase作 用 は陰 性 な りき.

 5)犬 の 腸 液Arginase作 用 は 弱陽 性 に して・ 且 其 のMn'.に 依 る賦 活 姓 著 明 な り・

 6)小 腸 粘 膜Arginase作 用 は 膵液 作 用 に よ り,其 の 作 用 が清 滅 せ しめ ら る.

 本 研 究 は 服部 報 公 會 研 究援 助 に依 つ て行 はれ た る もの に就 き鼓 に感 謝 の 意 を 表 す.尚 恩師

 内 野 教 授 の 懇 切 な る御 指 導 並 に 御校 閲 の 勢 に封 し衷 心 よ り謝 意 を表 す.
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